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(319)､ ｢捕えられる霊魂｣ (320)そして｢叶視の霊魂｣ (321)に関して分類
できる｡霊魂観は､彼にとって原質思念の一つで､それほどの民族の卜でも見
















































































































































































































































(1909 : 13)｡同様号､ ｢生一死｣の区別は非常に後期の抽象概念であるので､
それゆえ生者と死者の問の区別の観察もまた｢霊魂観｣に至りえない(1909:
16什)｡彼は､ ｢霊魂｣観を｢環境に対する人間の対応の最初の純粋に知的な成



























































































































































































































































































































































































原初の思考は､ ｢ヌミノーゼ的おののき｣ (numinosen Schauder)つまり｢戟懐
































































































































力｣､ yal') (フィジー語)は｢写像魂｣ (原オーストロネシア語のikLV, ｢鏡像｣)
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との共編となった(以上､主としてDAAD Hrsg. 1981 : 140-141, KrlCkau &
KrugerHrsg. 1993 : 70, Krickau Hrsg. 1999 : 20121による)｡



























































の宇野円空はその著『宗教の史実と理論』 (1931 : 203-282)や『宗教民族学』
(1949:177-212)においてクロイトらの｢悪質｣概念､ヴントの｢陰影霊





















ア祖語*anitu (死霊) ､ ｢クマ｣とオーストロネシア祖語*(t-)ama( [死んだ]父)
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